
令和7年度 農林水産業分科会会合
S18-2（農林水産業分野を対象とした気候変動影響予測と適応策の評価）

成果活用に向けた勉強会

日時 令和7年5月27日（火）13:00～14:30

場所 オンライン開催（Zoomを利用）

主催 •国立環境研究所気候変動適応センター
•気候変動適応の研究会農林水産業分科会

本会合の趣旨説明：S18-2 テーマリーダー 長谷川利拡
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全体目標我が国の気候変動適応を支援する影響予測・適応評価に関する最新
の科学的情報の創出



研究代表機関：農業・食品産業技術総合研究機構
テーマリーダー 長谷川利拡
研究実施期間：R2～R6年度
研究分担機関：森林研究・整備機構、水産研究・教育機構、京都大学、認定NPO

無施肥無農薬栽培調査研究会、岐阜県農業技術センター、鹿児
島県農業開発総合センター、山梨県畜産酪農技術センター

S-18-2
農林水産業分野を対象とした

気候変動影響予測と適応策の評価
(JPMEERF20S11820)

令和7年度 農林水産業分科会会合
S18-2成果活用に向けた勉強会



研究開発目的
• 農作物、畜産、林業、水産業を対象に、各品目で将来影響を
予測するためのデータを収集し、将来の影響を予測するため
のモデルや手法を新規に開発、あるいは既存の手法やモデル
を高度化する。

• 地域気候シナリオを中心に、社会経済シナリオを含む共通シ
ナリオを用いた影響予測と適応策評価を行う。
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サブテーマ１ 農業 農研機構    長谷川利拡・西森基貴
サブテーマ２ 畜産 農研機構    樋口浩二
サブテーマ３ 林業 森林研究・整備機構 平田泰雅
サブテーマ４ 水産業 水産研究・教育機構 木所英昭



S18-2研究目標および研究計画
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1年目 データ解析、モデル構築開始

2年目 既存のモデルがあるなど、可能な品目については共通シナリオを用い
た将来予測の試行

3年目 データ解析、モデル構築継続

4年目 2年目に実施した将来予測の高度化
共通シナリオを用いた将来予測の対象の拡大

5年目 適応策の有効性、経済評価など結果の解釈を含め、情報の発信

• 重要度の高い品目を対象に、将来影響を予測する手法を開
発・高度化し、プロジェクト共通シナリオのもとで可能な限り1km
メッシュ単位の高解像度の将来影響予測を行う。

• 影響の地域性を把握し、品目毎に脆弱な地域を抽出する。適
応オプションの効果を定量化するとともに、可能な限り、被害額
や適応策のコストなど経済評価を含める。



• 最新の気候シナリオを使用し、作物、畜産、林業、水産業への影響
予測と適応策を定量的に評価。

• 複数の作物で高温障害発生モデルを開発し、適応策の効果を科学
的に検証。

• 家畜生産における温度・湿度の影響を予測し、地域ごとの適応策
設計に寄与するデータを提供。

• 林業における炭素吸収量や地域適応の最適化を評価し、持続可能
な森林管理に貢献。

• 水産業において、地域別の適応策やワカメ養殖などの実効性を評
価し、社会経済的影響も考慮した将来予測を提示。

• 進行しつつある温暖化の影響や適応技術の科学的根拠を提示

• 温暖化を機会ととらえる視点での適応技術を評価

成果の学術的な意義



• 食料安全保障：気候変動により農作物の収量や品質が低下する
リスクを予測するとともに、適応技術効果を定量的に示すことが、
将来的な食料供給の安定性を高め、食料安全保障に貢献。

• 適応政策支援：気候変動の影響に関する定量的な評価とその経
済的影響の分析結果により、効果的な環境・農業政策を策定す
るための情報を提供

• 地域の応じた適応策に関する知見の蓄積： 地域ごとの気候変
動影響の違いに対する理解を深め、地域特性に応じた適応策立
案および実装のための科学的手法および根拠を提供。

成果の社会的意義



勉強会の趣旨
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• 地域の適応計画に携わる関係者に向けて、研究成果
をわかりやすく紹介

• 科学的手法やデータの活用方法も併せて共有

• オンラインで3回程度の開催を予定

• 第1回でニーズを把握し、それに基づいて以降の話
題提供を検討
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